えだは い か くわん ぜ おん ぼさつ 

枝葉 を 如何にも 観世音 菩薩の 出現な どに ふさ はしい と 

まへ ペキン 

思った ものである。 が、 四 五 年 前に 北京に 遊び、 のべ 

ゑん じゅ 

つに 槐 ばかり 見る ことにな つたら、 いっか 詩趣と も 

云 ふべき もの を 感じない やうに なって しまった。 唯 青 

さや いま 

ぃ槐の 実の 莢 だけ は 未だに 風流 だと 思って ゐる。 

ペキン 

北京 

ゑん じゅ さや 

灰捨 つる 路は 槐 の 莢ば かり 

(大正 十五 年 十月) 
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